
グサレセンチュウの被害解析の一環として,苗木堀取跡地の線虫の実態,スギ硬きつけ床の時 

期別消長と被害等調充した。

(四国)

宿毛署はじめ8署管内苗畑の実態調査と陣山苗畑において線虫の季節的消長,立枯病および 

苗木の成育との関係を調査した。

(九州)

15営林署苗畑の土塊,線虫の種類と,3営林署•苗畑における線虫の年間変動を調査した。

4昭和44年度の試齡計画

1未調査地域における線虫実態調査

2 病原菌との相互作用をも含めた線虫被害の解析

3薬剤による防除試験

4大栃署•管内苗畑でネダサレセンチュウの季節的密度変化•その他を定期的に調近する。
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15•林業機械の性能と効率的利用法

1試験担当者

機械化部長:梅田三樹男

機械第1研究室:上田 実,斉藤敏彦,富永 貢

2試験目的

林業機械徐の進展«ともなって,外国産のみならず国産林業機械においても,同一種類田 

属する機械が多数社の手で製作されるようになってきた。しかし,これら同一種類多数銘柄の 

林業機械が,はたして林業生産の労働生産性の向上に役立つのみでなく,全林業目的に適合す 

るという,験機械としてもつべき基本性能をそなえているかどうか,その判定に役立つ性能 

基準を確立するとともに,その性能を効果的に発揮させる技術の確立も#たきわめて重要であ 

る〇

このため,い<つかの問題について,重要かつ解決の見込のあるものから逐次取り組んで行 

こうとするものである。

3昭和43年度の経過とえられた結果

(性能試験)

林業用ワイヤー ローフ・ならぴ田用具の性能試験

1 小角度曲げ疲労試験機に中間支持金具をとりつける改造工事を行ない,6X7および 

異型線ローブの疲労試験を実施したが,横荷重が張力(5t)の10分の1というよう 

にかるいときは,中間支持金具の個所が先に寿命に逹するというものでも左いよ5であ 

る〇

2 S曲げ疲労試験機により6 X S , 6 X W , 6 X Fiの3通りの構成のサンロ ーブと

J I S ローブについて3通りの条件で疲労試験を実施したが,構成別の差は明瞭である 

が,異型線と丁 I S ロープとの差はどちらが有利とは判断できない結果がえられた。

5 東京営林局管内の3伐採現場で根株を引志抜く場合の引張力を測定したが,根株の強

さは根株直径の二乗に比例するような予想線図がえられた。

林業用可搬式機械の性能試験

1 新型チェーンソーの鋸断性能試験を行なったが,最近のチェーンソーは数年前のもの

より鋸断能力がまさっていることがわかり,5〜8杞程度の排気母5 〇〜8 0 c cの機 

械で国産材の伐倒,玉切りに十分使用できるよ9である。
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2 パワーシャーブナー型あ、よびチッパー型ソーチェーンの切削性能に検討を加えたが,

パワーシャブナー型およびチッパー型ソーチェーンの期種別鋸断動力計算式の解析をお、・ 

こ左い,実験的にも立証を行なった。

(効率的利用)

1 この研究はかなり多くの人員と期間お・よぴ経赍を要するものが多いが,スタッフの関 

係もあって初期のパイロット的陶査研究に基づき,简易左調秃計画を立案し,これを菌 

有林の現場および府県の試験研究機関に流し,プロシエクトリーデンダによって成彖の 

拡充と技術改良普及の拠点の水準向上に役立たせる。

2 根株アンカーについての解析については,根侏アンカーの破塩されて行く状態を記録 

した16皿ンネフィルムを使い,応動の中心点の推移を追託して土中における根系と, 

それに抱えられる土塊の破壊にいたるメカニズムを推測する手がかりをえた。

5 ガイト•ブロックの側枝の形状,宦心点の位從,吊り课の形状と長さ左どについての改 

良試案を作り,メーカーに試作を勧告し,現適試験を実施中である。

4 作業索張力監視装旗は,バネ式張力計と可変覚気抵抗器の組み合せによる信易遠隔読

取り装縫の試作器の改良と現適試験を継続中である。

4昭和44年度の試駿計画

! 前年度に引きっづき,各種の構造の綱索について疲労試験を行左い,各鎚の寿命お、よ 

び疲労の特性を明らか时する。

2 作業索張力計設置を前提とした集材•機相方法の検討

5とくに訓練した優秀相員によるチェーンソー作業技術改善試験

14 .林道機械施工の地質区分

1試験担当者

機械化部作業第二研究室：福田光正

2試験目的

機械施工を前提とした林道設計および施工において,切取土工の地質区分も,従来の人力作 

業をもとにした,主として工卓経験からの岩石分類表は,抽象的な表現で定性的に区分されて 

おり,地方,地質,判定者の個人差により見方が異なり,時に,それが紛争の因となっている 

ので+分でなく,ここに,近代科学に基いた合理的,かつ,具体的東判定方法により,機械作 

業を考慮した定性的で定：辭勺な岩質の程度と作業の雄易による岩石分類を土木の実用範囲にお 

いて行左い,更に,これを誰もが簡単に,間違い在く,一致した見方の出来る客観性のあるも 

のとするよう努める。

3昭和43年度の経追とえられた結果

岐皐県下の2林道,のべ9箇所(付知営林署管内4 ’小坂営林署管内5 )で,昭和4 2年度 

と同じ国産携帯用コンパクト型弾性波速度時間計を用い,ランブ表示による小規模な地震探査 

を行なった。いずれも石英斑岩である。P波平均速度は,付知のタッガヒゲ林道(測定距離 

2 6m, 土かぷり風化岩)てIは,施工前,測量中心杭基線て’〇• 2. 8 ～ 0. 71kayfiBCt施工中, 

表屈土を除去した風化岩(同所)上で。•5 3〜1.° 5加ノSee,施工後,切取のり面(同所)で 

0.5 7〜0.9 8為/Sec,路面(冋所)で〇 5 7-1.〇 2伽/令SC,であった。

小坂の第2槌谷林道(測定距離2 0 m , 一様の土石)では,施工亂,測底中心、杭基線で

0.51〜0.5 3切/Sec,施工後,切取のり面(同所)で〇般〇〜0.4 8切/SCC,路面(同所) 

で0.5 3〜0.71如/SGC,であった。さらに,同林道他所の施工後,切取のり面でA箇所(測 

定距離2 0m,多様の風化岩)では0. 6 4 ～ 0- 9 5 A«/SCC(低),0. 9 4〜1.3 4ね/Sec(中 

),1,3 9〜1.8 7席/館C(高)の3つの巾値がえられ,低,中,高における,、ンユミット・ 

テストハンマー値はおの治の3 3, 44〜5 7, 59～68であった。B箇所(測定距離3 〇 m , 

多様の風化岩)は0. 5 6〜0. 9 7脇/SGC(低),1.° 2〜1.41切パ佻(中),1.5 4〜 

1.7 2切/3CC(高)で,各シュミット値は,36〜42 ,55〜68 , 7 〇〜76であっむ

以上でえた値と現地の地質状態写真記録(昭和4 2年度よりカラーをやめ白黒写真としてい 

る)等により走時解析,地質的解釈のとりまとめを行左っている。

ピックアッブを直接,岩面にとりつけてするよ5な測定値は,バラツキがすくたく,実用範
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